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技 術 概 要 

技術名称 Fe石灰改良基礎工法 担当部署 営業設計課 

NETIS登録番号 QS-170038-A 担当者 庄嶋 芳卓 

社名等 (株)エフイ石灰技術研究所 電話番号 092-942-7011 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 一般に、軟弱な地盤に構造物の設計・施工を行う場合は、①杭基礎やケーソン基

礎を用いて支持させる。②セメントなどを添加・混合によって土を改良する。③良

質な土との入れ換えを行う。などが検討される。しかし、立地条件や土質性状、経

済性、施工条件などの要因から、これらの工法では困難な場合がある。 

 そこで、従来工法に比べ改良範囲を必要とせず、工期の短縮や環境面にも配慮

した土質改良材による地盤改良が必要となり、道路の路床改良で多く用いられて

いる土質安定材である Fe 石灰処理土に着目した。 

２．技術の内容 

 Fe石灰改良基礎工法は、擁壁等の構造物の基礎地盤をプレミックスタイプのFe

石灰処理土で層を構築することで直接基礎による設置を可能にした技術であり、

弾性的な支持地盤により構造物の設置による地盤のたわみ量や鉛直地盤反力度を

許容値以下に低減する。 

３．技術の効果（メリット・デメリット） 

【メリット】 

 ・均一性の高い弾性的な支持地盤を形成し、不同沈下の抑制の面で優れる。 

 ・特に軟弱地盤で採用する場合は、従来技術に比べ改良厚が薄い。 

 ・施工時に矢板等を打設することで、改良幅を低減することが可能となる。 

【デメリット】 

 ・適用箇所とプラントまでの距離が遠い場合は、運搬費が高くなる。 

４．技術の適用範囲 

 ・Ｎ値が 0以上の構造物基礎地盤 

 （ただし、地下湧水がある場合は必ずポンプ等により排水を行う。） 

 ・圧密沈下が促進されている地盤や工程を短縮したい現場では、特に効果を 

  発揮する。 

５．積算 

基本的に「国土交通省土木工事積算基準」に準ずる。（「土工/路床盛土」） 

６．活用実績（2020 年 3 月 31 日現在） 

国の機関   ２件（九州  ２件、九州以外 ０件） 

自治体   ８５件（九州 ８５件、九州以外 ０件） 

民 間   ４０件（九州 ４０件、九州以外 ０件） 
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⼯法⽐較

特⻑

施⼯例

5
00

Fe石灰処理土

1100

8
00 良 質 土

1460

Fe石灰改良基礎工法 従来工法
（良質土による置換工法）

直接⼯事費
2,898円/m2×1.10m
= 3,188円/m
掘削積込運搬費

518円/m2×1.10m
= 570円/m

合計 3,758円

直接⼯事費
2,315円/m2×1.46m
= 3,380円/m
掘削積込運搬費

828円/m2×1.46m
= 1,209円/m

合計 4,589円

現地土の掘削 排水処理
（現場条件による）

Fe石灰処理土
の搬入

Fe石灰処理土
の敷均し

Fe石灰処理土
の転圧

構造物の設置

・Fe石灰改良基礎工法は、Fe石灰処理土（まさ土などの土に消石灰(75%)と酸化鉄(25%)の混合物で
あるFe石灰で処理した土）により地中内応力を低減する効果が高い。

・Fe石灰処理土が盤効果を発揮するため、上部に設置する土木構造物の不同沈下を低減する。
・Fe石灰改良基礎工法は、現地盤が特に軟弱な場合に造成厚を薄くする効果がある。
・Fe石灰処理土は、六価クロムや粉塵などの環境や混合ムラなどの品質に対し問題がない。

L型擁壁の基礎 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの基礎

緑化ﾃｰﾙｱﾙﾒの基礎 木槽の基礎

重力式擁壁の基礎 PCタンクの基礎

研究開発 ・設計 ・試験 ・管理指導 福岡県古賀市舞の里４丁目４－５
TEL(０９２)９４２-７０１１ FAX(０９２)９４４-２００２

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｆｅｌｉｍｅ.ｊｐ/
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技術名称  パワーグラウト（自己治癒補修材） 担当部署  開発室 (CORE技術研究所内)

NETIS登録番号  QS-190036-A 担当者  廣河　了亮

社名等
(株)SERIC JAPAN,(株)CORE技術研究所、
(株)ﾁｬｰﾁﾙﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ,(有)ﾃｯｸｲﾝﾌｧｽﾅｰ

電話番号  06-6367-2122

技術の概要

1.技術開発の背景

2.技術の内容

3.期待される効果

4.適用条件
①自然条件
　気温5℃以上
②現場条件

③技術提供可能地域
　全国

5.適用範囲
①適用可能な範囲
　水分供給可能な、断面補修工事、狭隘箇所における充填工法
②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲
　水中コンクリート

6.施工実績
　国の機関　：　1件 (九州　0件、九州以外　1件)
　自治体　　：　4件 (九州　0件、九州以外　4件)
　民　間　　：　3件 (九州　2件、九州以外　1件)

　モルタル打設後に発生しやすい乾燥収縮、温度収縮等によるひび割れに対して、これら
に水分が流入・供給されると、ひび割れが自己閉塞(治癒)する機能を付加しています。プ
レミックスタイプの高流動モルタル材であるため、施工性も良く、特に、水がかりを受け
る沓座モルタルや排水装置、PC定着具の後埋め材、PC板などPCa製品の継目材などでの適
用に効果を発揮します。

　セメント重量の数パーセントを3つの材料に置き換える
ことで、自己治癒性能を発揮しています。1つ目がジオマ
テリアルなどの防水材料です。膨潤反応により水の流速
を低下させる機能を持っています。2つ目が再結晶材料と
なる、炭酸基系化学添加材です。ひび割れ部に結晶性水
和物を生成します。そして最後が膨張材料です。水と反
応した未水和セメントの結晶を膨張させて、ひび割れを
更に埋めていきます。

　グラウト用高速ミキサー、ホッパー、モルタルポンプ、材料等を保管可能なスペースが
　必要　※通常の無収縮グラウトと同じ

　水掛かり部など、水分の供給が十分な環境下の増厚補強、欠損部補修、沓座の台座
　コンクリート打設等

技 術 概 要　

　コンクリートの壁や柱にできたひび割れから入る水などが内部の鋼材を腐食させ、建物
や橋梁等の構造物の早期劣化をもたらす原因となっています。そのため、このひび割れを
どのように維持管理していくのかが重要な課題となっています。
　この解決策の一案として、コンクリートにひび割れや亀裂などが生じても、それをわざ
わざ人為的に補修せず、材料自体が自己治癒してしまうという技術があります。
　本技術はこれを導入し、断面補修工事、狭隘部への打設に頻繁に使用される「無収縮グ
ラウト(モルタル材)」に自己治癒機能を添加した無機系材料です。施工後にひび割れが発
生したとしても水分が供給される環境下であれば、ひび割れを自己閉塞する機能を有して
おり中長期的に構造物の保全が期待できます。

防
水

材
料

膨張反応 化学反応

膨潤反応

CSA系
膨張材 炭酸基系

化学添加材

普通ポルトランドセメント

ジオマテリアル
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 7.写真・図・表
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